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一般質問

　開場して１年経過した道の駅、想

定以上の入場者数。今後これを維持

し、売上を改善するための施策と情

報発信について質問した。今回の台

風・地震の災害対策本部の町民への

告知を含め、今回の災害を教訓とし

た住民との一体となっての対策を質

問した。通学路の安全点検の結果と

通常の住民との情報交換はどうされ

ているか。また、太美地区のスウェー

デン通りの樹木の維持管理のあり方

について質問した。

道の駅　交流人口持続のために質問の
ねらい

道の駅開場後１

年が経過し、今

ま で の 来 場 者

数、販売高、客単価、さ

らに今年度の収支計画

は。

●○問

●○答
９月 22 日まで

の１年間で、入

場 者 約 92 万

1,000 人、 販 売 高 ４ 億

8,200 万円、客単価は単

純に割り返すと 523 円

だが、実際に購入した

人数で計算すると約 850

円であり、今年度の販売

高は５億円超えを目標と

し、２年目で黒字転換を

目指すと聞いている。

道の駅の収支計画はここを

聞きたい

来年６月に開場

予 定 で あ る ス

ウェーデン館の

北欧の情報発信の内容

は。また、会議室・多目

的ホール等をどのように

活用するのか。

●○問 ●○答
北 欧 の イ メ ー

ジ の 定 着 に 向

け、レクサンド

市との姉妹都市交流やス

ウェーデンヒルズ等の情

報発信を想定している。

会議室や多目的ホールは

会議や視察の受け入れ等

の使用を考えている。

スウェーデン館の活用はここを

聞きたい

今回の台風・地

震の対策本部の

開設により、町

民への告知をどのように

対応したのか。

●○問

●○答
地震発生直後、

住民の安否確認

や被害状況の把

握のため、職員を速やか

災害対策本部の告知はここを

聞きたい

６月 18 日発生

の大阪府北部を

震源とする大型

地震で、塀の倒壊による

児童の死亡事故があっ

た。町として、どのよう

な体制で、通学路の安全

点検を行ったのか。その

結果と対応はどうか。

●○問 ●○答
教育委員会と教

職員で目視及び

ハンマーを使っ

た安全点検を行った。50

年近く経過したものは解

体した。点検結果を小中

学校長に通知し児童生徒、

保護者に地震時の行動に

ついて指導を徹底した。

通学路の安全点検ここを

聞きたい 通学路の維持管理ここを

聞きたい

太 美 地 区 の ス

ウェーデン通り

の松の木は電線

より高く、災害で倒れた

ときに大きな影響が予想

されるが、大丈夫か。

●○問 ●○答
街路樹の植栽は

道路緑化技術基

準に基づいたも

のである。せん定しなが

ら対応していく。

【その他の主な質問項目】

道の駅の情報発信、ふれあいバス西当別道の駅線、

台風及び地震の被害状況の把握

にパトロールに出し、各

行政推進員に個別に電話

連絡をしたが 1/3 程度

しかつながらなかった。

また、自主避難場所の設

置は、広報車により周

知を図ったのと同時に、

ホームページの復旧とそ

の情報掲載を急がせた。
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決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

スウェーデン館イメージ図

山﨑 公司 議員
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一般質問 稲村 勝俊 議員

　高齢化、担い手不足から農家戸数

の減少が加速度を増して進みます。

　当別町農業の課題は担い手にとっ

て厳しい環境にありますが、現状を

分析し今後の取り組みにつなげ、よ

り良い環境を担い手に継承するた

め、農業経営者、行政、農業関連団

体が連携し農業の持続的継続を願

い、課題の明確化と共有を主眼とし、

質問しました。

次世代へ継承される農業を目指して質問の
ねらい

【その他の主な質問項目】

今年度の農業被害の状況、転作個別自由型の選択

など

当別町の農業の持続的継続を願う。

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

当別町は転作が

農家個々の判断

に委ねられてお

り、水稲の耕作率は約

20 〜 25％、新篠津村は

50％弱。転作に対する

考え方に大きく違いを感

じる。当別町の転作率の

現状と課題は何か。

●○問 ●○答
産地交付金は農

家経営の安定化

に必要な役割を

になっていることは否め

ない。しかし、転作率を

下げる工夫は長期的に当

別町の農業を発展させて

いく上では必要不可欠な

方策である。

高い転作率をどう考えるかここを

聞きたい

高い借地率は、

農業経営の安定

確保や地域資源

の保全管理などの課題と

なる。担い手に所有権を

移転しておくような農地

流動化が望ましく、交換

分合事業等、長期的に計

画することも必要では。

●○問 ●○答
農地の流動化、

借地化にかかわ

る懸念は私も全

く同じ考えだ。経営地の

分散化による非効率な農

業経営も何らかの手は打

たなければいけない。

借地率 42.3％をどう考えるかここを

聞きたい

当別町の農業の

現状は、担い手

にとって厳しい

環境だ。農家と行政、農

協、農業委員会などの関

連団体の連携が大切では。

今後、歴史的な転換期で

の世代交代を迎える。農

業の持続的継続を願う。

●○問 ●○答
当別町の農業を

しっかり将来に

向 け て 戦 略 を

練っていくことが重要。町

としても農業者、ＪＡ、関

係者、農業委員会も含め

た方々とできるだけ頻繁

に打ち合わせをして、しっ

かりと道筋をつけたい。

農業の課題の明確化と共有をここを

聞きたい

家族経営農家の

急激な減少の背

景にあるのが後

継者の未婚化。配偶者の

出会いの場支援について

伺う。

●○問 ●○答
まちコンなどに

自 ら 参 加 す る

ケースが少ない

ので、他町の成功事例を取

り込み開催していくこと

がこれからの課題である。

担い手の出会いの場づくりをここを

聞きたい

議会でも農業経

営救済を求める

意見書を採択し

た。当別町における長雨、

日照不足等の異常気象、

台風、地震による農業被

害の状況と対応について

伺う。

●○問 ●○答
町としては国や

道の支援状況、

支援事業にまず

迅速に対応し、これを取

り込む。そして、農業者

の営農意欲が高まるよう

に町としても最大の努力

をしていきたい。

農業経営救済は緊急を要するここを

聞きたい
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一般質問 山田 明 議員

　本町の小規模企業者の持続的発展

を目指すため、「小規模企業振興条

例」を速やかに制定すべき！

　２年後に迫った当別町開拓 150

年に向けて、開催時期、予算、実行

体制等の準備は、どの程度進んでい

るのか？

　防犯、防災の観点から、早急に空

き家対策計画を策定し、空き家対策

協議会を設置すべき！

　以上３項目、早急に取組むべきと

考え、町長に質問しました。

「小規模企業振興条例」の制定を！質問の
ねらい

地域経済の活性

化、地域社会の

持続的発展に向

け、小規模企業の事業活

動の継続は喫緊の課題で

あると考える。小規模事

業者の振興を明確に位置

付ける考えは。

●○問 ●○答
小規模事業者を

含む既存の中小

企業振興の施策

を重要なものとして既に

明確に位置付けており、

中小企業特別融資制度の

拡充や企業立地促進条例

の助成内容の拡大などに

取り組んでいる。

小規模事業者の振興ここを

聞きたい

本 町 の 経 済 振

興、雇用促進に

結び付く小規模

事業者の持続的発展を目

指すため、速やかに小規

模企業振興条例を制定

し、その基本的な施策を

定めることが必要ではな

いか。

●○問 ●○答
そのような理念

型の条例ありき

ではなく、中小

企業にとって実用性の高

い施策を展開していくこ

とが何よりも重要と考え

ている。

小規模企業振興条例を制定すべきここを

聞きたい

２年後に迫った

開 拓 150 年 に

向けて準備が進

められていると思うが、

現段階での開催時期や式

典内容、記念事業などの

内容はどのようになって

いるのか。

●○問 ●○答
記 念 事 業 は、

2020 年 10 月

10 日から 12 日

で、役場内で部会を組織

し運営する予定である。

また、具体的な内容は、

ワークショップなどで町

民の意見を反映し立案し

ていこうと考えている。

当別町開拓 150 年に向けてここを

聞きたい

近年、歴史ブー

ムもあり、町内

外より伊達記念

館を訪れる観光客が増え

ているが、施設の老朽化

が著しい。今回の記念

事業の一環として、リ

ニューアルする計画はな

いのか。

●○問 ●○答
伊 達 記 念 館 リ

ニューアルも含

め、寄贈された

古文書の解析や 150 年史

の編さんなど歴史に根ざ

した諸事業を記念事業の

一つとして当別の歴史を

次代に継承していく取り

組みを模索していきたい。

町の責務として

地 域 振 興 と 防

犯、防災の観点

から計画を策定し、専門

家を交えた空き家対策協

議会を設置すべきでは。

●○問 ●○答
放置しておくと

災害等で人命に

も関わる。専門

家を入れた空き家対策協

議会の設置を進めていき

たいと考えている。

空き家対策協議会の設置はここを

聞きたい

【その他の主な質問項目】

小規模事業者に対する期待や支援のあり方、開拓 150

年の町内外への PR　など

伊達記念館のリニューアルをここを

聞きたい

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

昭和 54 年に建設された当別伊達記念館
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一般質問 澁谷 俊和 議員

　町民の不断の監視と批判の下にお

くことにより、政治倫理の確立を期

し、もって民主政治の健全な発展に

資するためにも、町長の資産等の公

開に関する条例をどれだけの町民が

活用しているのかを問い、この５年

間で実質１人の閲覧者しかいないこ

とを明らかにさせた。関連して、今

後の改善点として資産等が極端に増

減した場合、その理由（根拠）につ

いて閲覧者が分かるよう説明をつけ

るべきであることを要望した。

町長資産公開条例は生きているのか質問の
ねらい

普段、台風など

の警報が出され

たときには、担

当職員の泊り込み、早め

の出勤、見回りなど万が

一に備え対策を取ってい

るが、災害対策本部の立

ち上げの規定は具体的に

どうなっているのか。

●○問 ●○答
地 域 防 災 計 画

上、大規模災害

が発生する恐れ

があり、対策を必要とす

るとき等には町長が設置

すると規定されている。

また、震度５強以上の地

震では、全職員を招集す

ることになっている。

災害対策本部設置の規定はここを

聞きたい

被災時には電気

と水がいかに大

切か改めて痛感

した。当別町では、断水

となった場合、どのよう

な給水体制がとられるの

か。また、下水道が使え

なくなった場合、どのよ

うな対策があるのか。

●○問 ●○答
最寄りの避難所

で、応急給水所

を開設し、給水

タンク、給水袋によって

給水をする体制となる。

また、下水道については、

避難所に仮設トイレを配

置して対応していく。

上下水道の対策はここを

聞きたい

大きな被害を受

けた自治体では

「仮設住宅」で

被災した住民の対応をし

ている。仮に、当別町が

大きな被害を受け、町営

住宅で応急対応するため

にも、町営住宅の建設を

急ぐべきではないか。

●○問 ●○答
今回の震災を通

じて大災害を意

識した公共施設

全般の整備を急ぐ必要が

あると痛感した。町営住

宅に関しても、現在ある

長寿命化計画の前倒しを

具体的に明示できるよう

に努力していきたい。

町営住宅建設を急ぐべきここを

聞きたい

町長の資産等の

公開条例の目的

は果たされてい

るか。また、町民の不断

の監視と批判のもとにお

くことで、政治倫理の確

立、民主政治の健全な発

展に資するためにも、改

善すべき点はないのか。

●○問 ●○答
条例の目的は果

たされていると

思う。また、改

善点については、現在の

公開方法が住民にあらぬ

疑念や不信を与えるよう

な内容にはなっていない

ので、現行の公開方法以

外の想定はしていない。

条例の目的は果されているかここを

聞きたい 株券の減少は譲渡か贈与かここを

聞きたい

平成 29 年度の

町長の資産報告

では、株券が減

少している。それが譲渡

か贈与か判然としない

が、どちらか。

●○問 ●○答
個人の資産であ

り、何によるも

のかについては

お答えする必要はないと

思う。

【その他の主な質問項目】

町としての節電の取り組み、倒木による道路遮断への

対応、被災した自治体への応援体制　など

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

地震で停電中の役場玄関に設置された発電機
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一般質問 秋場 信一 議員

　高齢になっても住み慣れたこの町

に住み続けられるために大雪と防災

への危機管理について伺う。

　商工振興策では減り続く小規模事

業者が営み続けられるための当別型

の補助制度について提案し、人口構

造に向き合ったお店の必要性を強調

した。

　また、台風事案ではあるが、木は

資源でもあることから、倒木の有効

利用についても伺った。

冬こそ試される高齢社会に向き合う行政サービスとは質問の
ねらい

高齢化がどんど

ん進んでいく時

代に入り、冬に

備える体制をどのように

していくのか、弱者に

なっていく人達が増える

分、重たい雪の除雪体制

の強化が必要である。対

策は充分にされるのか。

●○問 ●○答
これまでも状況

を見ながら適宜

除雪を行ってい

る。道路もできる限りの

ことを今後とも同じ体制

で行っていく。想定外の

大雪のときは災害に遭わ

ないよう外出を控える啓

発も町の役割と思う。

豪雪時の除雪体制強化をここを

聞きたい

暖房を求める避

難所の人たちの

対応について、

施設内の暖房はある程度

は保たれていると思う

が、そのエネルギーの備

蓄はどのようにされてい

るのか。

●○問 ●○答
避難所は災害の

規模に応じて適

宜開設する。冬

期間であれば当然に防寒

対策を考慮し発電機・毛

布・ストーブといった防

災備蓄品を最大限に活用

し対応する。不足が生じ

る場合は随時調達する。

冬の大規模停電の避難所ここを

聞きたい

今回の災害で高

層階に住む学生

は、停電により

水も使えず不便を感じて

いた。町内会に入ってお

らず防災訓練をしていな

い人達に対してどのよう

な情報を行政として提供

していくのか。

●○問 ●○答
災害時に大学生

に限って何か特

別な対策をする

ことは考えにくいが、町

と大学とは連携協議会を

定期的に持っているの

で、親御さんが不安を感

じないよう共同で研究を

進めていく。

一人暮らしの学生の不安解消ここを

聞きたい

当別町には小規

模事業者・零細

企業・個人店・

飲食店がたくさんある。

当別版・小規模事業者持

続化補助金の創設は。

●○問 ●○答
現在事業継承に

関しても特別税

制・補助金制度

も整備され相談対応可能

な体制も整えている。独

自の創設の考えはない。

小規模零細事業者への対応ここを

聞きたい

【その他の主な質問項目】

台風による倒木の処理、購買活性化対策　など

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

当別町内の除雪の様子

９月５日の台風

による倒木の処

理は業者に全て

任せるのか。それとも、

何か有効に利用できるこ

とがあれば、町民にアナ

ウンスをするのか。

●○問 ●○答
倒木の一部は町

民の希望者に無

償で配付してお

り、10 月の広報、ホー

ムページで案内してい

る。また、チップ化する

等の作業により、処理費

の低減と資源の有効活用

を図っていきたい。

倒木の有効利用はここを

聞きたい
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一般質問

　いつ災害が起きるか予測するのは

難しいが、暮らしと経済を支える道

路や水道管などのインフラ（社会基

盤）の老朽化の状況を把握すれば、

災害が起きた際の被害を予測するこ

とも可能と言われている。私達は平

時からハード・ソフト両面の備えを

怠らない「防災意識社会」への転換

を進めなければならないと強く感

じ、今後の取り組みについて質問を

しました。

「防災、減災」対策を行政の主流に質問の
ねらい

空き家、空き地

の有効活用の推

進とともに通学

路を含む道路や橋、河川、

上下水道管など ( 社会イ

ンフラ ) の老朽化対策は

喫緊の課題であり、補修、

更新など町はどのように

考えているのか。

●○問 ●○答
空き家、空き地

の有効利用につ

いては、空き家

対策協議会の設置を進め

ていく。また、通学路を

含むインフラの老朽化対

策については、今後も長

寿命化計画に基づき施設

の更新を推進していく。

防災、減災対策の強化ここを

聞きたい

行政が災害時に

とるべき行動を

時 系 列 で 整 理

する「タイムライン防

災」を推進し、住民自ら

が避難行動を事前に定め

る「マイタイムライン」

の普及に取り組むべきで

は。

●○問 ●○答
既にタイムライ

ン 防 災 を 導 入

し、国などと連

携して河川防災で一部活

用している。この活用範

囲を官民問わず広げてい

きたい。マイタイムライ

ンは今後どのように普及

させるか研究していく。

タイムライン防災の普及をここを

聞きたい

温暖化による気

候変動は今や現

実のもの。一つ

の電力会社に頼らず、自

治体で太陽光、木質バイ

オマスなどの再生可能エ

ネルギーのさらなる活用

を含めたリスク分散が不

可欠ではないか。

●○問 ●○答
今年度、温室効

果ガス削減の地

球温暖化対策推

進実行計画を改定した。

木質バイオマス熱利用事

業化計画も策定中。エネ

ルギーの地産地消でリス

ク分散を図り、防災・減

災対策を強化していく。

災害リスクの分散をここを

聞きたい

２年前に町が全

戸 配 布 し た ハ

ザードマップの

存在を知る住民が少ない。

災害が起きない時間が長

く続くと危機感が薄れる。

今こそ、防災・減災対策

を行政の主流におくこと

が重要ではないか。

●○問 ●○答
災害を契機に繰

り返し啓発し、

防災訓練や出前

講座の回数を増やしてい

く。自助・共助・公助の

体制をつくり、やはり災

害時には自分の身は自分

で守ることの重要性を訴

えていきたい。

防災・減災対策を行政の主流にここを

聞きたい 網膜芽細胞腫の早期発見をここを

聞きたい

命に及ぶ危険性がある。

乳幼児健診の項目に追加

することで早期発見につ

ながるのでは。

網膜芽細胞腫は

目を侵すガンで

発見が遅れると●○問 ●○答
母子健康手帳に

は、瞳が白く見

えるか否かの項

目がある。その保護者の

記録をもとに小児科専門

医が診察をするが、今後

は、その項目を問診票に

明記し、必ず診察する体

制をつくる。

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

『当別町防災マップ』に掲載されているハザードマップ

石川 和榮 議員
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一般質問 島田 裕司 議員

　９月に発生した強風台風 21 号、

北海道胆振東部地震と自然災害の恐

ろしさを再認識させられた。

　役場庁舎は昭和 45 年に建設された

築 48 年の老朽施設であり、耐震改修

工事が必要不可欠との診断が出てい

るが、実施の計画すらない。当別断

層があるとも言われる中で、特に地

震に対する対策を急ぐ必要がある。

　防災対策本部となる庁舎の建替え

等は、今は小中一貫校舎建設より、

優先して検討すべきではないのか。

老朽化した役場庁舎の建替えは質問の
ねらい

耐震改修工事が

行われていない

役場庁舎の建替

え、あるいは大規模改修

工事の計画を何よりも優

先して取り組むべき。小

中一体型校舎建設計画よ

りも役場庁舎を優先すべ

きでないか。

●○問 ●○答
今回の災害を受

け優先度はさら

に高まった。建

替えを基本に、施設の複

合化、PPP、PFI 及びリー

スの活用など新たな手法

を取り入れ、早期建設に

向けて選択肢を広げる作

業をしている。

役場庁舎建替えが優先ではここを

聞きたい

将来的に一体型

校舎に変更でき

る設計をして、

まず当別中学校の校舎を

先行させて建てれば、一

体校舎の完成を待たずし

て役場庁舎にも早く着手

できるのではないか。

●○問 ●○答
小中一貫校はこ

の数年間ご説明

をし、私の感覚

では議会の了承も得て進

めているので、今の形で

着々と進めていく。役場

庁舎はこれから並行的

に、庁舎として新たにど

うするかを決めていく。

現在の基本構想

では、町として

目指す小中一貫

校教育の将来像が見えて

こない。もう少し時間を

かけ、小中一貫教育の基

本方針を含め、この基本

構想を再検討する必要が

あるのではないか。

●○問 ●○答
現段階での基本

構想の見直しに

ついては、今ま

での取り組みを否定する

ことにもつながっていく

ので、考えていない。

一貫校基本構想の再検討をここを

聞きたい

当別地区、西当

別地区にそれぞ

れ一体型の一貫

校を整備すると、今後生

徒数が減少していくと、

本当に教育委員会が求め

ている小中一貫の効果を

期待できるのか。

●○問 ●○答
児童生徒の減少

は適宜判断しな

ければいけない

要素である。町の施策に

よって今後人口の動きが

どう変わっていくか慎重

に判断しなければいけな

い。減ることばかり考え

ているわけではない。

図書館は役場庁

舎との複合施設

に限らないとの

ことだが、建設に向けた

思いは今も変わらない

か。

●○問 ●○答
図書館単体では

なく、複合施設

として、つくり

たいという気持ちは全く

変わっていない。

図書館建設の思いはここを

聞きたい

【その他の主な質問項目】

一体型一貫校校舎建設の財源内訳、役場庁舎建設基金

の創設　など

役場庁舎着工を早める工夫はここを

聞きたい

生徒数減少の影響はここを

聞きたい

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

昭和 45 年に建設された当別町役場庁舎
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一般質問 鈴木 岩夫 議員

　災害から町民の生命と生活、財産

を守ることをテーマに被害の全容を

把握し対策を講ずる。対策で生じた

補正予算等には、道や国の支援を求

めること。３月末でなくなった入院

ベッドの確保を今後どのように進め

るのか。一体型小中一貫校の建設計

画は、今後の町づくりの全体計画、

それにともなう財政計画にどのよう

に位置付けされるのか等を町長、教

育長に質しました。

災害から町民の生命と生活を守る質問の
ねらい

台風と胆振東部地震の影響はここを

聞きたい

町が管理する河

川、排水の整備

について、町が

責任をもって整備すべき

だが、限られた予算のた

め難しさもあると思う。

道や国へ他の市町村と一

緒に予算要望すべきで

は。

●○問 ●○答
現在の国の補助

制度では、市町

村の普通河川は

補助金交付の対象外であ

り、整備が進まない。他

の市町村と連携し、国や

道に対して予算要望して

いこうと思う。

河川整備は国や道へ予算要望をここを

聞きたい

町内に入院可能

な医療機関を確

保するために、

引き続き町内の医師会や

医療機関に協力を求めて

いくことが必要で、最優

先に進めるべきと思うが、

どのように考えるか。

●○問 ●○答
町内外の医師会

や医療機関と面

談を重ねている

が、まだ結果は出ていな

い。今後もこれまで以上

に粘り強く交渉を重ね医

療機関の誘致を最優先課

題として取り組んでい

く。

入院可能な医療機関の確保をここを

聞きたい

日 EU・EPA は、

本町でも麦をは

じめ農作物の生

産に多大の影響が考えら

れる。影響額の試算内容

とその対策、財源確保対

策を含め慎重な審議を国

へ働きかけるべきではな

いか。

●○問 ●○答
課題は影響額や

財源の確保対策

が明確になって

いないこと。関係団体や北

海道町村会等で自治体連

携するほうが効果が高い

と思う。北海道町村会では

委員という立場でしっか

り声を上げていきたい。

日 EU、EPA の慎重審議を求むここを

聞きたい 町民が納得する一貫校建設とはここを

聞きたい

【その他の主な質問項目】

全町・全体の被害把握、発電機設置補助、子育て環境

の整備・充実　など

農業・商工業へ

の被害による町

財政への影響の

程度は。また、減免申請

などによる町税への影響

は、どの程度か。

●○問

●○答
農業被害等が発

生し、固定資産

税などに少なか

らず影響はあると考える

が、現時点では、減免申

請はされておらず、町財

政・町税全体への影響の

程度等を見込むことは難

しい。減免対象と思われ

る方については、戸別に

調査を実施するなど対応

していく。

町民が基本構想

を検討する際、

町民が納得、安

心できるよう、まちづく

り全体の財政運営計画を

あわせて示すべきでは。

●○問 ●○答
次期財政運営計

画は来年９月に

策 定 予 定 で あ

る。小中一貫校建設も包

含された計画となるの

で、出来次第お示しする。

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

町が管理するトヨベリ川
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一般質問 五十嵐 信子 議員

　一日の大半を過ごす学校での子ど

も達への環境の配慮が必要であり、

学習面においても、ICT を活用し興

味や関心を高める学習方法を提供し

学力の向上に役立ててほしいと思い

質問しました。また、ボランティア

登録者数の多い町であるため、もっ

と活躍の場の提供や地域での見守り

体制の構築をし、支えあい優しい地

域づくりを目指していきたいと思い

質問しました。

町民に優しい地域づくり質問の
ねらい

北海道教育委員

会は、千歳科学

技術大学と連携

協定を締結し、ｅラーニ

ングの活用の普及をして

いると認識しているが、

当別町においては今後ど

のように取り組みを進め

ていくのか。

●○問 ●○答
導 入 に は イ ン

ターネット環境

が必要となるた

め、家庭での利用は教育

委員会としては考えてい

ない。学校はインターネッ

ト環境が整備されている

ので、学校と協議するこ

とはできると考える。

ｅラーニングの活用・普及はここを

聞きたい

小中学生の登下

校時のカバンが

重過ぎると子ど

もや保護者からも声が上

がっている。今後どのよ

うに取り組みを進めてい

くのか。

●○問 ●○答
少なくとも５年

程前から対策を

始めている。保

護者からの申し入れは、

学校にも教育委員会にも

届いていない。今後状況

を見ながら、学校ともさ

らに協議をしていきたい

と思っている。

カバンが重過ぎるのではここを

聞きたい

認知症の人と、

その家族に優し

い地域づくりの

ために、認知症サポー

ターが地域で活躍でき

る場や、地域コミュニ

ティーでの見守り体制の

構築など、どのように考

えるか。

●○問 ●○答
認知症の方や施

設 な ど か ら の

ニーズの把握に

努めるとともに、認知症

サポーターのスキルアッ

プや地域において認知症

の方や家族が気軽に集ま

る場を広げていきたい。

認知症サポーターの活躍の場をここを

聞きたい

GPS による見守りを導入してはここを

聞きたい

認知症の方の介

護する現場で心

配とされるのが

徘徊である。現在 SOS

ネットワークが構築さ

れ、行方不明者を探して

いるが、早期発見の手助

けとなる GPS による見

守りを導入しては。

●○問 ●○答
GPS の導入につ

いては有効な手

段であると考え

る。GPS 機器には、携帯

タイプと靴タイプとがあ

る。導入方法も含め研究

していきたい。

e ラーニングを

選択肢として導

入したら使うお

子さんもいると思うし、

補助具のような使い方を

しても有効であると思う

が、どのようにお考えか。

●○問 ●○答
ネット環境があ

る子は恩恵を受

け、ない子は恩

恵を受けられない。その

ようなことを学校として

教育委員会として率先し

てやるべきかは疑問に思

う。導入についてはまだ

早いと考える。

ｅラーニングを選択肢にここを

聞きたい

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

GPS で徘徊の早期発見を！
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一般質問 佐藤 立 議員

　今議会に当別地区の義務教育学校

新築の基本設計予算が提案されまし

た。学校建築で最も重要な段階がこ

の基本設計です。教育委員会が策定

した基本構想を基礎に、子ども達が

生きていく社会の動向も踏まえて、

保護者、地域住民や教職員、そして

子どもたちとの対話を通して、最高

の教育環境をつくりあげるための作

業です。基本構想のスケジュールに

捉われることなく、十分な期間を確

保するよう求めました。

学校基本設計は１年間確保を質問の
ねらい

基本設計の発注

にあたっては、

多様な候補から

当別町の子ども達にとっ

て最善の選択肢ができる

よう、公募型プロポーザ

ル方式によることが望ま

しいと考えるが見解は。

●○問 ●○答
教育委員会とし

ても公募型プロ

ポーザル方式に

よる業者選定を行うべく

準備を進めている。

基本設計の発注方式は？ここを

聞きたい

子ども達に最適

な環境を作るた

めには、基本設

計が最も重要なステップ

である。基本設計の期間

は、概ね来年５月までの

半年間と表明されたが、

１年程度の十分な期間を

確保すべきではないか。

●○問 ●○答
基本構想で示し

たスケジュール

は現段階での予

定であり、今後変更もあ

りえる。柔軟に対応し、

より良いものを構築して

いきたい。

基本設計の期間は？ここを

聞きたい

新設の学校の多

くは町民・保護

者・先生方との

ワークショップにおいて

繰り返し議論をして形を

つくられている。期間を

半年間に限らず１年間と

いうのをぜひ確保してい

ただきたい。

●○問 ●○答
基本のところは

しっかり行って

いきたいと同じ

考えをもっている。必然

性があり延びるのは当然

と思うので 34 年度の開

校を目指して全体で取り

組んでいく。

人間の基本的な

動作は 36 種類

あると言われて

いる。幼児期になるべく

多くの体験をすることが

望ましいため、日常的に

遊ぶ園庭においてこの

36 の動作全て行えるよ

う整備すべき。

●○問 ●○答
子どもの発達段

階に応じて主体

性を育む環境の

整備は、幼児教育の質を

高める上で充実すべきと

考える。幼児期で目指す

方向性をしっかり示しこ

ども園との連携や指導に

当たっていく。

こども園の園庭の整備をここを

聞きたい

公私連携協定で

幼児教育の姿、

地域と緊密に連

携していく環境を形成す

ることを明記する確認が

できた。今後コミュニ

ティ・スクール化も含め

地域で支える体制の検討

は行うのか。

●○問 ●○答
義 務 教 育 の 基

本・基礎となる

ところは幼児教

育であるため、学校運営

協議会等の組織もフル活

用しながら、小学校との

円滑な接続を幼保小中連

携という形でしっかり地

域で支えていく。

ふとみ保育所公私連携協定ここを

聞きたい町民が参加できる基本設計ここを

聞きたい

決　算 委員会等 一般質問 議案審議の結果 報　告

園庭に設けられたツリーハウス(恵庭幼稚園)


